
　

平
成
30
年
秋
の
「
秋
の
上
州

ど
っ
と
楽
市
」
が
、
10
月
27
日

（
土
）
〜
28
日
（
日
）
の
２
日

間
、
ビ
エ
ン
ト
高
崎
・
ビ
ッ
グ

キ
ュ
ー
ブ
や
問
屋
町
公
園
を
会

場
に
行
わ
れ
る
。
今
回
で
25
回

目
と
な
る
上
州
ど
っ
と
楽
市
は
、

地
域
活
性
化
の
大
販
売
会
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
定
着
し
、
毎
回
3

万
人
を
超
え
る
来
場
者
で
大
い

に
賑
わ
う
。

　

今
回
も
90
店
舗
が
出
店
し
、

生
活
グ
ッ
ズ
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
フ
ー
ド
＆
ド
リ
ン
ク
等
が

販
売
さ
れ
る
。
ま
た
、
お
笑
い

ラ
イ
ブ
や
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
ポ

チ
ッ
と
く
ん
体
操
、
ジ
ャ
ズ
ラ

イ
ブ
等
の
盛
り
だ
く
さ
ん
な
イ

ベ
ン
ト
の
他
、
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん

や
ゆ
も
み
ち
ゃ
ん
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
キ
ャ
ラ
も
大
集
合
。

恒
例
の
ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ

5
箱
1
0
0
円
タ
イ
ム
セ
ー
ル

も
両
日
実
施
す
る
。

　

さ
ら
に
今
回
は
初
め
て
、
群

馬
パ
ー
ス
大
学
の
学
園
祭
と
同

日
開
催
す
る
他
、
本
館
エ
ク
セ

ル
ホ
ー
ル
で
は
、
美
容
と
健
康

の
た
め
の
フ
ェ
ス
「
0
円
健
康

法
」
も
同
時
開
催
さ
れ
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
、
来
場
者
に
存

分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
企
画
し
て
い
る
。

　

是
非
、
お
誘
い
合
わ
せ
い
た

だ
き
ご
来
場
下
さ
い
。

　

中
小
企
業
政
策
全
般
に
わ
た

る
総
合
的
な
支
援
実
施
機
関
で

あ
る
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
で
は
、
同
機
関

が
設
置
す
る
中
小
企
業
大
学
校

東
京
校
の
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ゼ
ミ

を
、
ビ
エ
ン
ト
高
崎
で
開
催
す

る
。
組
合
組
織
と
共
催
で
開
催

さ
れ
る
の
は
珍
し
く
、
も
ち
ろ

ん
高
崎
で
は
初
の
開
講
。
東
京

校
の
質
の
高
い
研
修
を
全
国
各

地
で
展
開
す
る
の
が
ね
ら
い
だ
。

　

研
修
は
、
新
事
業
展
開
へ
の

取
組
み
や
経
営
環
境
の
変
化
に

対
応
し
た
中
小
企
業
の
戦
略
を

立
案
す
る
こ
と
を
学
ぶ
。
テ
ー

マ
は
「
事
業
創
造
力
を
磨
く
戦

略
策
定
の
実
践
」
で
、
全
3
日

間
の
日
程
等
は
以
下
の
と
お
り
。

・
第
1
回　

1
月
30
日
（
水
）

　

「
経
営
戦
略
の
立
案
プ
ロ
セ

　

ス
」

・
第
2
回　

2
月
13
日
（
水
）

　

「
自
社
戦
略
プ
ラ
ン
発
表
と

　

戦
略
定
着
化
」

・
第
3
回　

2
月
14
日
（
木
）

　

「
新
事
業
構
想
の
ア
イ
デ
ィ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
（
ブ
ル
ー
オ
ー

　

シ
ャ
ン
戦
略
）
」

　

受
講
料
は
2
8
0
0
0
円
、

定
員
は
15
人
。

　

県
内
広
く
か
ら
受
講
生
を
募

集
し
て
い
る
。
組
合
員
・
賛
助

会
員
の
皆
様
も
是
非
ご
参
加
を
。

　

お
申
込
み
・
お
問
合
せ
は
中

小
企
業
大
学
校
東
京
校
・
企
業

研
修
課
（
☎
0
4
2
–
5
6
5

–
1
2
0
７
）
ま
で
。

　

8
月
29
日
（
水
）、（
協
）
八

戸
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
の
橋
本
理

事
長
を
は
じ
め
と
す
る
経
営
研

究
会
の
メ
ン
バ
ー
16
人
が
、
当

組
合
の
ビ
ッ
グ
キ
ュ
ー
ブ
や
エ

ク
セ
ル
ホ
ー
ル
等
の
展
示
施
設

の
見
学
を
中
心
に
視
察
に
来
所

し
た
。

　

八
戸
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
で
は
、

所
有
す
る
展
示
場
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

検
討
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の

調
査
・
研
究
を
目
的
に
来
所

し
た
も
の
。

　

一
行
は
、
当
組
合
の
施
設
や

設
備
を
丹
念
に
視
察
し
た
後
、

ビ
ッ
グ
キ
ュ
ー
ブ
内
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で
質
疑
応
答
。

吉
濵
理
事
長
と
事
務
局
に
よ
り
、

ビ
ッ
グ
キ
ュ
ー
ブ
建
替
え
や
エ

ク
セ
ル
ホ
ー
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
関
す
る
経
緯
・
稼
働
状
況

等
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、

施
設
の
み
な
ら
ず
、
組
合
運
営

に
つ
い
て
も
広
く
意
見
交
換
や

情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

組
合
で
は
、
組
合
員
の
現
況

や
経
営
環
境
等
を
把
握
す
る
た

め
に
、
昭
和
42
年
の
卸
団
地
完

成
後
か
ら
2
年
毎
に
「
組
合
員

経
営
実
態
調
査
」
を
実
施
し
て

い
る
。
今
年
度
は
調
査
年
に
当

た
る
た
め
、
す
で
に
組
合
員
に

調
査
票
を
配
布
し
て
お
り
、
9

月
1
日
時
点
で
の
状
況
の
回
答

を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

同
調
査
で
は
、
組
合
員
各
社

の
従
業
員
数
や
取
扱
商
品
の
販

売
実
績
・
見
込
、
仕
入
や
販
売
、

年
間
就
労
時
間
・
休
日
数
な
ど

の
基
本
情
報
の
他
、
経
営
環
境

や
課
題
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
状
況
等
の

実
態
に
つ
い
て
も
回
答
を
お
願

い
し
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
組
合
事
業
へ
の
意

見
等
も
う
か
が
っ
て
お
り
、
組

合
運
営
の
貴
重
な
参
考
資
料
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

こ
の
他
、
賛
助
会
員
に
も
内

容
を
変
え
て
現
況
調
査
を
実
施
、

回
答
を
お
願
い
し
て
い
る
。

〈
8
月
〉

6
日　

正
副
理
事
長
会
議

8
日　

8
月
清
掃
デ
ー

20
日　

正
副
理
事
長
会
議

　
　
　

8
月
定
例
理
事
会

28
日  

Ｗ
ｅ
ｂ
ど
っ
と
楽
市
運

　
　
　

営（
委
）

29
日　

八
戸
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

　
　
　

視
察
来
所

31
日　

消
防
訓
練

　
　
　

前
橋
問
屋
セ
ン
タ
ー
と

　
　
　

の
情
報
交
換
会

〈
9
月
〉

3
日  

ど
っ
と
楽
市
実
行（
委
）

4
日　

正
副
理
事
長
会
議

12
日　

9
月
清
掃
デ
ー

18
日　

正
副
理
事
長
会
議

　
　
　

9
月
定
例
理
事
会

組
合
員
短
信

◎
組
織
変
更
等

　
（
旧
）
㈱
ア
イ
エ
フ
コ
ー
ポ

　
レ
ー
シ
ョ
ン

　

代
表
者　

加
藤 

敏
雄

　
（
新
）
㈱
ビ
ュ
ー
サ
ー
ビ
ス

　

代
表
者　

吉
田 

卓
史

◎
代
表
者
交
替

・
旭
洋
㈱

　
（
旧
）
藤
澤 

信
之

　
（
新
）
堂
前 

頼
久

◎
所
長
交
替

・
㈱
明
石
ス
ク
ー
ル
ユニフ
ォ
ー
ム

　

カ
ン
パニ
ー
群
馬
営
業
所

　
（
旧
）
鎌
田 

正
夫

　
（
新
）
池
田 

洋
一

　
Ｊ
Ｒ
高
崎
問
屋
町
駅
は
、
平

成
16
年
10
月
開
業
か
ら
14
年
を

迎
え
た
。
開
業
以
来
、
毎
年
利

用
者
が
増
加
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
公
表
し
た
県

内
Ｊ
Ｒ
各
駅
の
平
成
29
年
度
の

乗
車
人
員
増
加
率
に
よ
る
と
、

県
内
32
駅
の
う
ち
、
高
崎
問
屋

町
駅
が
5
・
6
％
で
、
昨
年
に

続
き
最
も
高
い
伸
び
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　

平
成
29
年
度
の
高
崎
問
屋
町

駅
の
1
日
平
均
乗
降
客
は

7
4
2
0
人
（
乗
車
人
員

3
7
1
0
人
×
2
）
で
、
開
業

初
年
度
の
乗
降
客
数
1
4
9
2

人
か
ら
14
年
間
増
加
を
続
け
、

つ
い
に
県
内
最
多
の
高
崎
駅
に

次
ぐ
市
内
第
二
の
駅
と
な
っ
た
。

　

乗
降
客
数
の
伸
び
が
県
内
一

の
要
因
は
、
高
崎
駅
か
ら
一
駅

3
分
と
い
う
好
立
地
に
加
え
、

Ｊ
Ｒ
上
越
線
・
両
毛
線
・
吾
妻

線
が
乗
り
入
れ
る
利
便
性
が
あ

る
。
ま
た
、
組
合
が
平
成
12
年

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
ま
ち
づ

く
り
も
大
き
な
要
因
だ
。

　

駅
開
業
に
先
立
つ
平
成
16
年

4
月
に
は
、
組
合
が
高
崎
市
と

連
携
し
て
「
高
崎
問
屋
町
地
区

計
画
」
を
制
定
し
た
。
こ
れ
は
、

問
屋
街
を
将
来
に
わ
た
り
良
好

な
商
業
集
積
と
し
て
存
続
さ
せ

る
た
め
、
自
ら
の
建
物
に
用
途

等
の
制
限
を
加
え
た
も
の
。
こ

れ
に
よ
り
街
の
方
向
性
が
確
立

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
も
、
防
犯
カ
メ
ラ
付

き
街
路
灯
の
設
置
や
ビ
ッ
グ

キ
ュ
ー
ブ
の
建
設
等
に
よ
り
、

高
崎
問
屋
街
は
高
崎
市
の
「
副

都
心
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
駅
開
業
に
合
わ
せ
始

め
ら
れ
た「
上
州
ど
っ
と
楽
市
」

も
、
毎
回
3
万
人
を
超
え
る
来

場
者
で
賑
わ
う
な
ど
、
地
域
の

活
性
化
に
与
え
る
影
響
は
大
き

い
。
こ
れ
ら
が
奏
功
し
、
マ
ン

シ
ョ
ン
住
民
の
増
加
、
大
手

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
進
出
、
大
学

の
新
設
等
、
多
機
能
な
街
に
変

貌
を
遂
げ
た
。

　

一
方
、
駅
問
屋
口
と
貝
沢
口

で
閉
鎖
が
続
い
て
い
た
駐
車
ス

ペ
ー
ス
に
、
時
間
貸
し
駐
車
場

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
れ
は
、

高
崎
市
が
公
募
し
て
民
間
に
運

営
を
委
託
し
た
も
の
で
、
20
分

間
無
料
、
そ
の
後
１
時
間
に
つ

き
2
0
0
円
、
1
日
最
大

6
0
0
円
で
利
用
で
き
る
。
こ

れ
に
よ
り
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
等
、

駅
利
用
者
の
利
便
性
が
一
層
向

上
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
組
合
の
玄
関

口
で
も
あ
る
高
崎
問
屋
町
駅
と

と
も
に
、
団
地
完
成
50
周
年
を

機
に
策
定
し
た
2
0
5
0
年
ビ

ジ
ョ
ン
を
指
針
と
し
て
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
を
続
け
た
い
。

8・9
月
事
務
局
メ
モ

　

こ
の
10
月
で
開
業
14
年
を
迎
え
た
Ｊ
Ｒ
高
崎
問
屋
町
駅
は
、
乗
客
数
が
増
え
続
け
、
昨
年
度
の
一
日
平

均
乗
車
人
員
の
伸
び
率
は
、
県
内
Ｊ
Ｒ
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
公
表
デ
ー
タ
）
。
更
に
、
高

崎
市
内
Ｊ
Ｒ
各
駅
の
中
で
は
、
高
崎
問
屋
町
駅
が
高
崎
駅
に
次
ぐ
乗
車
人
員
と
な
っ
た
こ
と
も
分
か
っ
た
。

駅
開
業
以
前
か
ら
当
組
合
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
効
果
が
、
数
字
に
表
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

8,000

6,000

4,000

2,000

0
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ビエント高崎のご利用を

ビエント高崎展示ホールの愛称は
「ビッグキューブ」です。本館会議室・
エクセルホール同様、是非ご利用を！

県内トップの利用者増加を続ける問屋町駅と手前の新設駐車場

ビッグキューブを視察する八戸総合卸センター

施設のご確認はスマホでも

秋の上州どっと楽市のポスター

問屋町駅の1日平均乗降客数の推移

大
販
売
会
『
上
州
ど
っ
と
楽
市
』
開
催

組合員経営実態調査を実施
賛助会員にも現況調査を実施

伸
び
率
県
内
最
高
、高
崎
問
屋
町
駅
の
乗
車
人
員

伸
び
率
県
内
最
高
、高
崎
問
屋
町
駅
の
乗
車
人
員

伸
び
率
県
内
最
高
、高
崎
問
屋
町
駅
の
乗
車
人
員

人
数
そ
の
も
の
も
高
崎
駅
に
次
ぎ
、
市
内
2
番
目
に
躍
進

駅
前
に
時
間
貸
し
駐
車
場
も
オ
ー
プ
ン

10
月
27
日（
土
）〜
28
日（
日
）に
ビ
エ
ン
ト
高
崎
で

中小企業大学校がサテライト・ゼミを
問屋街で初開催

「事業創造力を磨く戦略策定の実践」

（
協
）八
戸
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
視
察
来
所

ビ
ッ
グ
キ
ュ
ー
ブ
等
、展
示
施
設
を
中
心
に

2年に1度の



　

組
合
で
は
、
昨
年
度
に
団
地

完
成
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
ア
ー
ト
で
街
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
問
屋
街
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
取
り
組
ん
だ
。ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
共
に
組
合
員
の
資
材
を

利
用
し
た
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
」
や
空
き
店
舗
を
改
装
し
た

「
ラ
ボ
」
を
運
営
す
る
等
の
事

業
に
取
り
組
ん
だ
。

　

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継

続
し
て
実
施
す
る
に
当
た
り
、

今
年
度
は
群
馬
県
吾
妻
郡
の
中

之
条
町
を
ア
ー
ト
で
活
性
化
さ

せ
る
事
業
「
中
之
条
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
」
を
手
掛
け
て
い
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
新
た
に
タ
ッ

グ
を
組
む
。
高
崎
問
屋
街
で

ア
ー
ト
を
活
用
し
た
文
化
発
信

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

具
体
的
な
内
容
は
、
だ
れ
も

が
気
軽
に
芸
術
文
化
に
触
れ
ら

れ
る
場
所
を
問
屋
街
に
設
け
、

訪
れ
た
人
々
に
新
た
な
文
化
の

風
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
。
本
館
１
階
の
食
堂
街
空

き
テ
ナ
ン
ト
を
提
供
し
て
「
ビ

エ
ン
ト　

ア
ー
ツ　

ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
の
名
称
で
11
月
２
日

（
金
）
か
ら
定
期
的
に
有
望
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ア
ー
ト
展
示

を
行
っ
て
い
く
。
入
場
は
無
料

で
、
作
品
は
展
示
の
他
、
販
売

も
行
う
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
ア
ー

ト
は
、
半
谷 

学
氏
の
「
風
の

始
ま
り
」
と
題
し
た
風
に
ま
つ

わ
る
作
品
展
示
で
、
ビ
エ
ン
ト

（
ス
ペ
イ
ン
語
で
“風„
）
の

名
に
相
応
し
い
も
の
。
高
崎
問

屋
街
を
訪
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
、

お
立
ち
寄
り
を
。　
　

　

今
年
の
問
屋
街
ハ
イ
キ
ン
グ

（
佐
藤
克
宏
実
行
委
員
長
）
は
、

9
月
30
日
（
日
）
に
、
場
所
は

信
州
の
北
八
ヶ
岳
「
北
横
岳
」

で
、
総
勢
82
人
・
大
型
バ
ス
2

台
で
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
台
風
24
号
が
接
近
し
、

実
施
当
日
に
は
本
州
を
直
撃

す
る
予
報
が
出
さ
れ
た
こ
と

か
ら
2
日
前
に
中
止
が
決
定

し
、
参
加
申
込
者
に
参
加
費

が
返
金
さ
れ
た
。

　

高
崎
問
屋
街
職
業
訓
練
会

（
橋
谷
晋
治
会
長
）
で
は
、
平

成
30
年
度
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド

事
業
と
し
て
、
職
業
能
力
基

礎
講
習
、
営
業
の
た
め
の
基
礎
、

法
務
基
礎
、
経
理
・
財
務
基
礎
、

営
業
技
法
基
本
実
習
、
安
全

作
業
と
自
己
評
価
の
6
講
座

を
9
月
20
日
に
終
了
し
た
。

　

合
計
96
時
間
も
の
教
育
訓

練
講
座
は
、
本
年
4
月
よ
り

半
年
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
、

組
合
員
・
賛
助
会
員
各
社
の

新
入
社
員
を
中
心
と
し
た
13

人
が
、
全
講
座
の
受
講
を
完

了
し
た
。

　

各
企
業
内
実
習
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）

は
9
月
末
ま
で
行
わ
れ
、
す

べ
て
終
了
後
に
、
各
社
が
労

働
局
に
完
了
報
告
と
助
成
金

申
請
を
行
う
予
定
。
な
お
、

10
月
に
は
、
来
年
春
の
新
卒

採
用
者
等
を
対
象
と
し
た

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
講
座
の
受

講
者
募
集
を
開
始
す
る
。

　

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
講
座
を

導
入
す
る
こ
と
は
、
業
務
の

基
礎
を
身
に
付
け
る
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
分
野
に
わ
た

る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、
毎
回
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

高
崎
商
工
会
議
所
主
催
の

「
た
か
さ
き
産
業
祭
2
0
1
8

も
の
と
ぴ
あ
」
が
、
11
月
3

日
（
土
）
〜
4
日
（
日
）
に
ビ
ッ

グ
キ
ュ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
る
。

　

こ
の
産
業
祭
は
3
年
に
一
度

開
催
さ
れ
る
も
の
づ
く
り
の
祭

典
で
、
今
回
は
、
高
崎
の
も
の

づ
く
り
企
業
を
中
心
に
98
社

が
出
展
。
高
崎
の
優
れ
た
技

術
や
製
品
を
展
示
・
披
露
す
る
。 　

ま
た
、
子
供
た
ち
を
対
象
に
、

も
の
づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

開
設
さ
れ
る
予
定
で
、
家
族

で
も
楽
し
め
る
。

　

こ
の
産
業
祭
に
は
、
組
合
も

毎
回
出
展
し
て
お
り
、
ビ
エ
ン

ト
高
崎
の
施
設
の
利
用
促
進

や
諸
機
能
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　

同
産
業
祭
の
お
問
合
せ
は
、

高
崎
商
工
会
議
所
（
☎
０
２

７
–
３
６
１
–
５
１
７
１
）
ま
で
。

　

今
年
度
の
問
屋
街
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
は
、10
月
10
日（
水
）

の
朝
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
は
、

組
合
員
・
賛
助
会
員
等
が
一

堂
に
結
集
し
て
、
年
に
１
度

行
っ
て
い
る
問
屋
街
の
一
斉

大
清
掃
。
平
成
17
年
よ
り
始

め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
回
で

通
算
14
回
目
と
な
る
。

　

毎
年
、
多
く
の
組
合
員
・

賛
助
会
員
の
経
営
者
・
従
業

員
の
他
、
町
内
会
の
皆
さ
ん

に
も
参
加
い
た
だ
き
、
昨
年

は
4
5
8
人
が
参
加
し
た
。

　

今
年
も
参
加
者
を
班
分
け

し
、
問
屋
町
駅
と
西
一
丁
目

の
二
方
面
に
向
け
て
清
掃
す

る
。
ゴ
ミ
を
拾
う
だ
け
で
な
く
、

歩
道
や
植
込
み
の
除
草
も
お

願
い
し
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
中
央
最
低

賃
金
審
議
会
は
、
今
年
度
（
平

成
30
年
度
）
の
地
域
別
最
低

賃
金
額
の
改
定
を
公
表
し
た
。

群
馬
県
の
発
効
は
10
月
6
日

で
、
県
内
の
事
業
場
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使

用
者
に
適
用
さ
れ
る
。　

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
群
馬
県

の
最
賃
引
上
げ
額
は
過
去
最

大
の
26
円
で
、
時
間
額
は

8
0
9
円
と
な
る
。

全
国
平
均
の
引
上
げ
額
も
26

円
（
昨
年
度
25
円
）
で
、
過

去
最
大
の
上
げ
幅
と
な
る
。

　

下
表
に
近
県
の
額
と
引
き

上
げ
額
を
示
す
。

〈
10
月
〉

5
日　

ス
パ
ン
「
群
馬
県
合
同

　

会
社
説
明
会
」

6
〜
8
日　
「
手
づ
く
り
・
雑

　

貨
＆
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
」

12
日　

大
塚
商
会
「
ビ
ジ
ネ
ス

　

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
」

14
日　

東
京
農
大
二
校
他
「
私

　

立
高
校
合
同
説
明
会
」

16
〜
17
日　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ

　

ン
シ
ュ
ー
マ
ー
「
売
り
ネ
タ

　

ざ
ん
ま
い
」

18
日　

久
光
製
薬「
Ｈ
Ｍ
研
修
」

20
〜
21
日　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ

　

ン
シ
ュ
ー
マ
ー「
高
崎
合
展
」

27
〜
28
日　

ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ

　

ン
ク
ラ
ラ
「
０
円
健
康
法
」 

29
日　

群
馬
労
働
局
「
就
職
説

　

明
会
」

〈
11
月
〉

11
日　
フ
ヨ
ウ
サ
キ
ナ「
ビ
ュ
ー

　

テ
ィ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

15
日　

淀
川
製
鋼
所
「
ヨ
ド
コ

　

ウ
エ
ク
ス
テ
リ
ア
新
商
品
研

　

修
会
」

17
〜
18
日　

日
立
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

　
「
日
立
き
に
な
る
フェア
」

27
日　

全
日
本
労
働
福
祉
協
会

　
「
健
康
診
断
」

29
〜
30
日　

や
ま
と
「
在
庫
一

　

掃
セ
ー
ル
」

◇
エ
ク
セ
ル
ホ
ー
ル

〈
10
月
〉　

6
〜
8
日　

上
毛
新
聞
社
「
オ

　

ト
ナ
博
2
0
1
8
」

10
〜
11
日　

チ
ャ
イ
ル
ド
本
社

　
「
チ
ャ
イ
ル
ド
フ
ェ
ア
」

13
〜
14
日　

上
毛
新
聞
社
「
ぐ

　

ん
ま
輸
入
車
フ
ェ
ア
」

18
〜
19
日　

サ
ン
コ
ー・イ
ン
ダ
ス

　
ト
リ
ア
ル「
Ｆ
Ａ
総
合
展
示
会
」

21
日　

高
崎
市
国
際
交
流
協
会

　
「
国
際
交
流
の
集
い
」

27
〜
28
日　

組
合
「
秋
の
上
州

　

ど
っ
と
楽
市
」

〈
11
月
〉

３
〜
４
日　

高
崎
商
工
会
議
所

　
「
た
か
さ
き
産
業
祭
も
の
と

　

ぴ
あ
」

10
日　
ア
サ
ヒ
商
会
「
ハ
イ
ノ
ー

　

ト
エ
キ
ス
ポ
」

11
日　
マ
イ
ナ
ビ「
転
職
セ
ミ
ナ
ー
」

17
〜
18
日　

ダ
イ
ワ
ハ
ウ
ス
・

　

住
友
林
業
・
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
・

　

パ
ナ
ホ
ー
ム
「
４
社
合
同
イ

　

ン
テ
リ
ア
フ
ェ
ア
」

20
〜
21
日　

群
馬
県
「
群
馬
も

　

の
づ
く
り
フ
ェ
ア
」

23
〜
25
日　
デ
ィ
ー
オ
ー
デ
ィ
ー

　
「
冬
ス
ポ
‼
」

27
日　

上
毛
新
聞
社「
ぐ
ん
ま
就

　

活
ジ
ャン
プ
ス
就
職
情
報
交
換
会
」

◇
ビ
ッ
グ
キ
ュ
ー
ブ

　

秋
の
「
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運

転
技
能
講
習
」
が
、
9
月
19
日

（
水
）・
20
日（
木
）・
26
日（
水
）・

27
日
（
木
）
の
平
日
4
日
間
に

わ
た
り
、
ビ
エ
ン
ト
高
崎
駐
車

場
で
行
わ
れ
た
。
主
催
は
高
崎

問
屋
街
職
業
訓
練
会
（
橋
谷
晋

治
会
長
）
で
、
春
の
実
施
に
続

い
て
今
年
2
回
目
と
な
る
。

　

今
回
も
学
科
1
日
と
実
技
3

日
間
で
行
わ
れ
、
各
試
験
の
結

果
、
受
講
者
9
人
全
員
が
修
了

証
を
手
に
し
た
。

　

現
在
、
最
大
荷
重
１
ト
ン
以

上
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
業

務
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

り
「
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技

能
講
習
」
の
修
了
者
で
な
け
れ

ば
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。
高
崎
問
屋
街
に
お
い

て
も
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
業

務
で
使
用
す
る
企
業
が
多
い
こ

と
か
ら
、
今
後
も
組
合
員
を
対

象
に
、
定
期
的
な
講
習
を
行
っ

て
い
く
。
是
非
、
従
業
員
の
受

講
を
ご
勧
奨
下
さ
い
。

２ 第４８５号　平成３０年１０月１日

　
「
浜
尻
地
区
地
域
づ
く
り
世

代
間
交
流
大
運
動
会
」
が
、
10

月
７
日
（
日
）
午
前
8
時
40
分

か
ら
、
浜
尻
小
学
校
校
庭
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

地
区
の
世
代
間
交
流
を
目
的

と
し
た
同
運
動
会
で
は
、
玉
入

れ
や
綱
引
き
、
リ
レ
ー
、
パ
ン

食
い
競
争
、
障
害
物
競
走
等
が

行
わ
れ
ま
す
。
是
非
、
足
を
運

ん
で
下
さ
い
。

　

問
屋
町
内
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、
時
々
、
指
定
日

以
外
に
可
燃
や
不
燃
の
ゴ
ミ
が

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
可
燃
ゴ
ミ
は
毎
週
火
曜
日

と
金
曜
日
の
朝
、
不
燃
ゴ
ミ
は

毎
月
第
2
・
第
4
木
曜
日
の
朝

で
す
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
、

ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
の
厳
守
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
資
源
ゴ
ミ
の
ペッ
ト
ボ

ト
ル
は
、
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
を

取
っ
て
必
ず
分
別
し
て
下
さ
い
。

　

不
法
投
棄
を
見
か
け
た
場
合

は
、
ビ
エ
ン
ト
高
崎
（
☎
0
2

7
–
3
6
1
–
8
2
4
3
）
ま

で
ご
一
報
下
さ
い
。

群
馬
マ
ラ
ソ
ン

11
月
3
日（
土
）に

浜
尻
運
動
会

10
月
7
日（
日
）開
催

ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う

　

今
年
も「
ぐ
ん
ま
マ
ラ
ソ
ン
」

が
、11
月
3
日（
土
・
文
化
の
日
）

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
で
28
回
目
の
同
マ
ラ
ソ

ン
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
本
格

的
な
大
会
と
し
て
県
外
か
ら
も

多
く
の
人
が
参
加
し
ま
す
。
10

㎞
マ
ラ
ソ
ン
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
含
め
、
総
勢
1

万
5
0
0
0
人
が
走
り
ま
す
。

　

問
屋
町
周
辺
も
コ
ー
ス
と

な
っ
て
お
り
、
ワ
ン
ダ
ー
グ
ー

前
が
給
水
所
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
で
給
水
業
務
が
行
わ

れ
ま
す
。
町
内
の
皆
様
も
、
是

非
沿
道
か
ら
の
ご
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
問
屋
町
内
の
交
通
規

制
は
、
午
前
10
時
10
分
頃
か
ら

の
予
定
で
す
。

区
長
短
信

10
・

11
月
の
催
物

10
・

11
月
の
催
物

ビ
エ
ン
ト
高
崎

ビ
エ
ン
ト
高
崎

フォークリフトの実技講習を受ける受講者

ジョブ・カード講座を受講する新入社員

群馬県及び近隣県の最低賃金改定額

県　　名

群 馬 県

埼 玉 県

栃 木 県

最低賃金時間額

809円（783円）

898円（871円）

826円（800円）

引上げ額

26円

27円

26円

※（　）は平成29年度最低賃金額

問
屋
街
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

10
月
10
日（
水
）朝
に

高崎問屋街職業訓練会主催

最
低
賃
金
改
定

群
馬
県
の
上
げ
幅
は
過
去
最
大
の
26
円

ジョブ・カード講座終了
13人が6か月間受講

高 崎 問 屋 街 職 業 訓 練 会た
か
さ
き
産
業
祭

　
　
　「
も
の
と
ぴ
あ
」

11
月
3
日（
土
）〜
4
日（
日
）

　 

ビ
ッ
グ
キ
ュ
ー
ブ
で
組
合
も
出
展
参
加

9
月
30
日（
日
）問
屋
街
ハ
イ
キ
ン
グ「
北
横
岳
」

台
風
で
中
止
に

「フォークリフト
　運転技能講習」実習
ビエント高崎で9人が受講

秋の

デザインコンセプト：
風と山をモチーフにVIENTの【V】と
ARTS の【A】をデザイン。
ロゴは最も美しい比率といわれる黄金比
1:1.618とフィボナッチ数列を元に構成。

問屋街アートプロジェクト再始動　ビエント アーツ ギャラリー
11月2日（金）から組合施設でアート展示販売 ビエントアーツ 検　索


